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(3月例会報告》                   .
‐     偲ぶ会は 9月 18日 (日 )`t決定

庄司先生が亡くなられてはや 1年がたちましたし先生の肉声を調

ぐとまだどこかにお られるあではな|ヽかと錯覚をしてしまいます。
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■蒸ち
・

集は佳量に入り、先生を偲ぶ会の準盤会も祖会

合が行われました。今後の飛躍のためにもぜひ成功させたいと思う

ばかりです。

参加者 :小日、向井、篠原、尾崎、伊東、徳永

言葉遊び指南

言葉の魔術師

向井吉人

向井さんが『 言葉遊び指南 .さ いろく&
余録・備忘録 言葉遊び・ラボ `15』 (自 家版)

を出した。昨年度の立川市立西砂小学校

での言葉遊びの記録である。全 64ページ

摯,整望望聾聾ぶF■IL i : _=
向井 さんの言葉遊び授業で感 じるのは、

言葉を通 して子供たちが主体的になつて

い くことだ。 どうしても受け身にな らぎ

るを得ない一般に授業に比 して言葉遊び

は参加者すべての脳が全開す る。言葉遊

びでは,例題を提示 してそこか らは どう転

がつていくかわか らないジェッ トコース

ターのようなスリルもある。

本文中にある霞台中でのしりと
:り

|。

'し

りとりを始めて、
.『 が■み=みかん」とき

たところt「みかんじゃ終わらちゃうジャ
シJの声、そこで向井さんはt・

「みかん→

かん じ」とつなげていく2音 しりとりも

あるよ、とさらりと次の段階に進めるあ

たりは言葉の魔術師の感がある。

向井きんの昨年の篇書きはtrマ イスタ
ー支援員1:こ の支援は,生徒にも現場の教

師にも向けられている:退職 して 3年の

私の周 りをみると向井さんのようなスー

パ ー 教 師

は い な

い。 60
を過 ぎて

も う「余

生 」 と考

えた り、

クール ダ

ウンの よ

うに時間

を過 ごす

諸氏が多

い。 しか

し向井 さ

んの感性



や子供とのやりとりを読んでいくと、い

までも現役なんだなあとつくづく感心し

てしまう。        :
私事だが,私 も退職 して塾を始めて 4

年目に入るu現在小。中あ生徒20数人を

拘え、ある意味で学校教育の現場よりも

質の高い指導を目指している。

しかしこの業界では経営が生半可では
かんたんに洵汰されてしまう社会でもあ
る。だから、何を優先するべきかを常に
考える。認識論的:にいえば物事の本質を

探り当てる欲求がなければできないと思

うのだ。

向井さんの実践は私の塾でも一部導入

させてもらっているが、学校教育を超え

て広 く言葉を自分のものにするためのス

キルとなっている。

空虚で抽象的な言葉や認識が飛び交 う

ことの多い授業空間の中で、言葉遊びの

子供たちの編み出す言葉のなんと主体的

なことか。

あキがき||も あるが、言葉遊びの下つ
の目的が自分の中に無意識に蓄‐積されて
いる言葉を攀り出すこξだと向ォ事ル鮮
言う。そ9試みこそ、庄司認識論と見事

にクロスしていくことがわかる。

入瀑懸賞綸文

小学生 と障がい者との交流ICみ る

1障●|い者に対する認識の津オリJ

に関する研究

‐篠原賢明

本稿の摯み
―は他者とどう理解し合えるの

か。コミユニケーション能力を育てるため

の端緒として忘れてはならない問題提起で

ある。               `
この課題を篠原さんは、障がいのある人

たちとの蘭わりの申で試みたのが本実践で

ある。

学区内 (長 野市)に ある障害者支援施設
fツ トリエ oooo』 に子供たちと出かけ、

どのように障がい者を正しく理解し、認識

を深めていけばいいのかJと い う問題意識

を持つて足かけ6年 (小 5・ 6、 小 1・ 2、 小 1

・2)に及ぶ実践が紹介された。 L   .
障がい者に対する距離感はさまざまだが

篠原さんの試みのねらいはその距離感を何

とな狭めたいとの轟ぃ●.._
もちろん障がいのある人々との交流が不

可欠で互いに理解し合えばその距離も縮ま

うはずである。しかし私?経験からいつて

も一歩間違うと上から目線になったり、共

感に至らなかったりその蘭係作りは思うほ

ど容易ではない,     ‐

機原さんは庄司認識論を丁寧になぞりな

がら子供たちの表層認識を深めてぃく。

鯰

↓

lnomitati輔
「クニマライゼーションJ

世の中をめざしたい。

「み～んな友だち」
‐

1イメ‐ジ化 |

↓

手議1,「:::な友たちょ|

の

　

‐
‐
「
↓

欄 L‐ヽ

〔鶴織
"上

り下りして発盤(澪まり)す0自■日

'

上の認識‐模式図は、ア トリエ oomの施

設長の綿貫さんの話にヒン トを得てつくら

れたものだが、ノ‐マライゼ=シ ョン (健

常者と同じように生きる社会)1を めざすと

いう大:き な目標が子供たちにそれなりに伝

わつたことが何よりも大きい。つまり彼ら

は章餞的に概念化を潔める試みに挑戦した
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わけなのだ。

そこで子供たちが見たものは、障がいが

ある人たちが真剣に働き生きる姿だつた。

そうい う真剣さこそが、子供たちが次第に

忘れかけていく大切なものだとい うことを

再認識する機会とならたといぇる。
篠原さんは結果から二夫連関理論にっな

げていつたのではなく、子供たちの認識を

「感 じる」→「思 う」→ 「考えるJと い う

段階にまで昇華 して高めていつたことに本

稿の価値があると感じた。

ここで紹介された 6年にも及ぶ地道な試

みは、障がいのある人々の交流というあり

がちな教育行事を超えだとこちに意喋があ ~
るように感 じた。

それは、物事を深めるというプロセスを

示しただけでなく問題をどのように解決し

ていくかという手順にも言及し、彼なりの

試行錯誤が様々な点から読み取れるからで

ある。  |
とくに「障がい者は何をするか分からな

い
。・|」 といつてクレームをつけ子供を休ま

せた親が、次第に軟花 してぃったのは、

教室の子供たちの中に温かい思いが浸透 し

て、やらせられているという行為ではない

んだという共感にも似た思いが深まつてい

つたからだと思う。

本稿は篠原さんが、ある教育財団に送つ

た懸賞治文 (しかも受賞作)を 土台にしてい

るというこ乏でもぢ■y亀原舗

“

考哺稔
~― ~

試みに拍手を送りたい。

小学二年生の r心づかいJと
rハつの言葉Jの養分

尾崎光弘

庄司先生が半生を語つた最後の講義とも

いえる談話録 (全 4回未完)の 中で 2014年

10月 に行われた内容を元に した原稿が本

稿である。       .
私自身がこの時、成城学国の小学校低学

年の子供の申から何を学び取るかを『イテ

リと子供の間」(2015,1)と いう原稿にし

て庄司先生に読んでもらい、それなりの評

価を得■,だが、それが最鋒となっ

`し

ま
っていた。

庄司講義録を詳細にテープ起こしした尾

崎さんはさらに内容に踏み込んで、持論で

ある「ハラの言葉」とつなぎ:合わせて展開

した。               |
一見視野が狭くて自分という立場からし

た.も 9ゃ 見`え、ぃ:な ぃと墨o■ 0子俸.■
ち

の発菅や動きを夏こぐ碩要すると、子供た

ちは決して自分の視座からの発言だけでは

なく、他者(こ の場合は動物)の年に窯?‐F
みることができる七いう発昇を庄司先生
は 、『 ィヽ学生の 自然観 と予想授業 撃書 の授

業改造』 (庄 司和暴‐明治図書),中で書

いている。

子供たちは対象:に 対して「こちら申:心主

義」 (自 分からの視点)と [あ ちら中心主

義」(対象からの視点)を行ったり来たりす

ることで対象との関係作り,の経験キ深めて

行くことがわかる。産奇先生lttこ れな「も

とでJと 名付けているがこのような蓄積が

やがて認識の肥やしとなっていくのは当然

であろう。

声 .|,～♯こ?:ヽ キ;`」 :ヤ´えて「
↑

プの百葉
「

¬師がσ気持ちにびったVの言

葉)と してとらえようとている。対象にキ

リ添うことで「心づかぃJが生まれるのだ

が、親から受けた愛情ャその率率村魯ll分
:

与する姿勢は、子供ならではのものといえ

る。

理科学習といいながら対象,の科学的で

分析的なアプロ,チの前に、子供たちが生

き物ll抱 く友だちに対すうようなi摯ャ思ヽい

をすくし`取る視点を庄旬発生は「ゲシュタ
ルト (総和)的把握jと 称したが、尾崎さ
んが橙積するように、すでに子供たちの中
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に認識の萌芽が育つていることを発
‐
見した

のは他ならぬ庄司発生だったとあらためて

気づかせてくれる。

庄司発生追悼プロジェクト

進行状況

◆ 追悼文集編 集

小日、植垣、向井、武田さんらを中心と

して進めている「庄司和晃追悼文集Jは t

6月 に原稿最終締め切りを迎え、いよいよ

編集・ 校
=の

段階に入っていく'よ:う です。'

成城学口で庄司先生に教わうた方力からも

原稿が寄せられt.成城学日、研究者の方々、

大東丈イビ大学関係(看護関係の方々、そし

て全面研のメンパーと庄司先生ゆか りの方

々が大勢揃いました。また、小日さんから

は例会で庄司先生の奥様の原稿が紹介され

夫rE婦随の思いを語らたその内容に心うた

れました。発行は300部の予定だそうで

す。         |

◆庄司先生を饉ぶ含
先日四ッ谷で呼びかけ人の初会合が開か

れま した。参加者は、岡本 (日 本助産婦会

会長)、 小池 (成城学園卒業生)t永野 (こ と

わぎ学会 )、 武田、向井、尾崎、小日、徳

永です。このほか篠原さんも名を連ねてい

ます。
1   ‐二 千    ‐ 

・
  1

決まつたことは以下の通りです。
日時 :9月 18日 (日 )13:00
場所 :成城学日 (交渉中).
内容 :ゆかりの方々のスピーチ、追悼集の

紹介、庄司先生の思い出のアルバム…など

が上がっています。     :
次回準備会 :6月 25日 (土 )5時 、

四 ッ谷の喫茶ルノ.ワ ■ル.皆 さんァ
イデアを持ちよりぜひご参加を.

若い教師へのアプローチ

今こそ全面研の存在七

若い教師の勤務状況が今大変な状況にな

つています。いろいろ聞いてみるとこんな

ばやきが聞こえてきます。

・業務が多忙      `
・保護者にクレーマーが増えている。

・教材研究ができない。 (しない)

・模範にする先輩が少ない。

荏撃lξ多任に差ら
.た

あ

=表
番集嬌だけそ

なくほかも同じ状況と思われますが、肝心

の授業がおろそかになる状況を相いている

のはゆゆしきことです。

ここは一つ全面教育研究会の存在を華々

しく喧伝 したいところですが全面研も庄司

先生亡き後、例会も:尻すばみ状態1■なりつ

つあります。

ホームページを含めて何とか若い先生達

にアプローチする方法はないものでしょう

か。皆さんぜひ良きアイデアをお寄せくだ

さセヽ.

【6月全面研のお知らせ】.

目時.16月■■1日 (土)

15:00～
工事のため週らせます

場所 :成城学国大学棟 3階控え室

内容 :庄 司先生退悼プロジェク トの報告

・検討

持ち込みレポー ト
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